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渡邊青年部会長の司会進行により講演会が行われ、アマゾンウェブサービスジャパン㈱ 門田

氏を講師に迎え「ＡＩが変えるこれからのビジネス」、㈱エスネットワークス 佐藤氏を講師に迎

え「事業承継における最良の選択肢とは」についての講演がありました。

引き続き、上甲副会長の司会進行により祝賀会が開かれ、沼田副会長の開会の辞の後、古矢会

長の式辞がありました。公務多忙にもかかわらず、大井川知事や（公社）全国産業資源循環連合

会の永井会長など来賓の方々を含む２１０名が集まり、出席された歴代会長への感謝状授与、記

念アトラクションや抽選会などが行われ、終始和やかに懇談が交わされ盛会のうちに閉会しまし

た。

 

 

一社 茨城県産業資源循環協会 設立 周年記念式典を開催

令和元年９月２６日 木 、ホテルレイクビュー水戸において、２１０名の参加に
より協会法人化設立３０周年記念式典が盛大に開催されました。
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ただ今紹介いただきました、会長の古矢で

ございます。 

３０周年記念式典祝賀会の開催に先立ちま

して一言ご挨拶申し上げます。 

本日は、茨城県知事大井川 和彦 様をはじ

め、茨城県の産業廃棄物関係の幹部職員の皆

様、県内の関係団体の皆様、さらには全国産

業資源循環連合会会長の永井 良一 様をはじ

め、関係都県協会の皆様、そして当協会の発

展にご尽力いただいた皆様をご来賓としてお

迎えし、会員の皆様方のご出席のもと、設立

３０周年記念式典の祝賀会を開催できました

ことは、誠に喜ばしく厚くお礼申し上げます。 

このように、記念すべき協会設立３０周年

を迎えることができたのも、これもひとえに

会員の皆様のご協力と県当局のご指導の賜

と、深く感謝申し上げます。 

 

先日の台風１５号では、本県も被災したと

ころではありますが、特に千葉県では多くの

被害が生じております。被災された皆様に対

し、お見舞い申し上げますとともに、精力的

に復旧活動をされております方々に対し、心

から敬意を表する次第でございます。 

 

さて、これまでの協会の歩みを振り返りま

すと、協会の前身である「茨城産業廃棄物処

理業連絡協議会」が、昭和５４年（1979 年）、

県内外の８９事業所の参画のもとに発足した

ことに始まり、その後、昭和６３年３月には、

念願の社団法人化を遂げております。当時の

会員数は１７０社であります。 

そして、昨年７月には協会の名称を「茨城

県産業資源循環協会」に改めたところです。 

 

  

 

 

また、設立３０周年を記念して、協会のロ

ゴマークを公募しましたところ、全国から 

２２９作品の応募があり、審査の結果、お手

元の記念誌に掲載されておりますものを最優

秀作品として採用いたしました。 

法人化してからの３０周年記念ではありま

すが、任意団体からの年数を加えますと、今

年が丁度４０年目という節目の年にあたると

ころであり、喜ばしく思っております。 

 

昨今 SDGs（エス ディー ジーズ）という言

葉がさかんに取り上げられますが、「持続可能

な開発目標」の達成は、世界中の国や人が取

り組むべきものであります。資源循環は、ま

さに持続可能な社会づくりに貢献するもので

あり、当協会もその一翼を担うことができれ

ばと思っております。 

 

記念誌にも掲載されておりますが、この 

３０年間の動きを見ますと、廃棄物処理法が

幾度となく改正され、また、さまざまなリサ

イクル法が制定されてきたことが改めてわか

ります。 

廃棄物を如何に減らし、再利用、再生利用

していくかが社会的に問われ続けてきた、そ

ういう３０年であったかなと思っておりま

す。 

 

不法投棄廃棄物の処理が大きく社会問題化

した時期もありました。平成９年から１１年

にかけて、県には不法投棄監視班が設置され、

また平成１０年にはボランティア不法投棄監

視員が県下全域に配置されるなど、廃棄物の

不法投棄を根絶しようという取り組みが進め

られましたが、協会も当初からこの取り組み

に参画してまいりました。 

また、平成２０年には茨城県との間で「災

害時における廃棄物処理等の協力に関する協

定」を茨城県と締結いたしました。大規模災

害の際に、県との協定により、迅速に災害廃

棄物の処理を行えるようにしたものであり、

平成２７年に発生した関東・東北豪雨での常

総市での大規模水害時には、県及び市から依

頼された災害廃棄物を協会員の協力を得て仮

置き場に運搬、処理を実施いたしました。 

 

一般社団法人茨城県産業資源循環協会

会 長 古 矢 満 あいさつ
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平成２１年には、協会設立２０周年を迎え、

記念事業として、「不法投棄廃棄物ボランティ

ア撤去事業」を始めたところであります。 

県内５支部において、県との連携のもと、今

日まで継続的に事業を実施してきており、お

陰様で、昨年には、協会の１０年に及ぶ撤去

活動に対し、県から不法投棄防止功労者感謝

状をいただいたところです。このような栄に

浴したことは、多くの会員の皆様のご協力の

賜物であり、この場を借りて厚くお礼申し上

げます。 

 

さて、改めて言うまでもなく産業廃棄物の

処理は、産業の持続的な発展や循環型社会の

形成には、欠かすことのできないものであり

ます。 

とりわけ、最終処分場の確保は、極めて重要

な課題でありますが、最終処分場を民間で整

備することは、どうしても理解を得にくいと

いう現実があり、公共の関与が必要になって

まいります。 

県関与公共処分場である「エコフロンティ

アかさま」も、容量の６割ほど埋立が進んで

おり、近い将来埋立容量に達してまいります。

最終処分場の整備には相当の時間を要するも

のであるため、協会としても喫緊の課題で 

 

 ある最終処分場の確保についての県要望を２

月に実施したところであります。 

こうした経緯を経て、県では、３月に新た

な産業廃棄物の最終処分場を整備検討する委

員会を設置し、先月には最終処分場整備のあ

り方に関する基本方針を定められました。 

 

今後は、その方針に基づき新たな産業廃棄

物の最終処分場の整備が進められるわけです

が、本県産業の持続的な発展のために、また

災害時に発生する廃棄物の処理を迅速に進め

るためにも、地域住民の理解を得ながら、一

日も早く最終処分場が整備されますよう、県

をはじめとした関係者の皆様のご尽力を宜し

くお願い申し上げます。 

 

最後に、協会に求められる社会的使命と責

任を自覚のもと、今後とも、当協会の発展・充

実に努めてまいりますので、会員の皆様のよ

り一層のご協力をお願いしますとともに、あ

わせて、本日ご臨席頂きました、ご来賓の皆

様、また会員の皆様方の益々のご繁栄とご健

勝をご祈念いたしまして、私の挨拶とさせて

頂きます。本日は誠にありがとうございまし

た。 
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１ アマゾンウェブサービス

ジャパン㈱ 門田 氏

２ ㈱エスネットワークス

佐藤 氏

３ 全産連 永井会長から

感謝状を授与される上埜氏

４．全産連 永井会長から

感謝状を授与される深澤氏

５．大井川知事あいさつ

６．関東地域協議会

城田会長あいさつ

７．アトラクション｢ゆうぞう｣ 
「ジョニー志村」のものまねショー

８～９．会場案内をする青年 
部会の皆さん 
  

設 立 ３０周 年 記 念 式 典 の様 子

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

抽 選 会 の 様 子
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令和元年１０月１１日（金）に、茨城県開

発公社ビル１階会議室において、協会員３４

名が参加し『ＫＹＴ研修会』を開催いたしま

した。 

中央労働災害防止協会より佐藤 友重専門

役、藤原 伸郎専門役を講師に迎え、危険予

知訓練（ＫＹＴ）について実技指導をして

いただきました。 

 

 

 

職場に潜む危険要因とそれが引き起こす

現象や作業の状況を描いたイラスト等を使

い、それぞれのグループで話し合い、危険ポ

イントや重点実施項目を参加者全員で指差

し呼称で確認し合いながら体験学習が進め

られました。 

 
 

 

令和元年１１月２６日（火）に、水戸市の三の丸ホテ

ルにおいて、協会員２３名が参加し『電子マニフェスト

操作体験セミナー』を開催いたしました。 

講師に（公財）日本産業廃棄物処理振興センターよ

り中西 淳美氏を迎え、マニフェスト業務の実務担当

者等を対象に、実際にパソコンによる操作を体験する

ことにより、電子マニフェストの経済性や利便性を実

感していただきました。 

 

  

 

   

令和元年１１月２７日（水）に、茨城県開発公社ビ

ル１階会議室において、協会員１６名が参加し『リス

クアセスメント研修会』を開催いたしました。 

講師に中央労働災害防止協会 関東安全衛生サービ

スセンターより芳賀 信之専門役を迎え、リスクアセ

スメントの必要性と基本と実施について講義があり、

体験研修では、危険性又は有害性の特定、リスクの見

積り、リスクの低減対策の検討についてグループ討議

を行いました。 

 

ＫＹＴ研修会を開催

５ブロック親睦チャリティゴルフコンペを開催

協会ニュース

電子マニフェスト操作体験セミナーを開催

５ブロック親睦チャリティゴルフコンペを開催

リスクアセスメント研修会を開催

５ブロック親睦チャリティゴルフコンペを開催
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令和元年１０月３０日（水）、茨城県、（一

社）茨城県産業資源循環協会の主催で、茨

城県庁９階講堂において『令和元年度茨城

県ボランティアＵ.Ｄ.監視員合同研修会』

が開催されました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨城県県民生活環境部次長 松本周一 様
の挨拶のあと、茨城県不法投棄防止功労者

表彰が行われ、当協会の㈱上杉物産 飯田靖

司 様が茨城県ボランティアＵ.Ｄ.協会監視

員として受賞されました。 

 
 

  

 
 
表彰式に続いて、 
（１）茨城県の不法投棄等の現状と対策に

ついて 

（２）茨城県ボランティアＵ.Ｄ.監視員の

諸活動について～活動における留意

点～ 

（３）県央環境保全室及び各県民センター

における不法投棄の現状について 

研修会が行われました。 

 

不法投棄防止功労者表彰を受賞

松本次長から感謝状を贈呈される飯田様 

懇親会の様子 

 

松本次長（前列中央）松浦廃棄物対策課長（前列左）

大木副会長（前列右）飯田様（後列右から２番目） 
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 令和元年１１月１５日（金）に、兵庫県神戸市のホテ

ルオークラ神戸において、『第１８回産業廃棄物と環境を

考える全国大会』が開催され、その中で「令和元年度循

環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰」表彰式があ

り、当協会の三品清一理事が産業廃棄物関係事業功労者

環境大臣表彰を受賞されました。 
 全国大会は、（公社）全国産業資源循環連合会 永井会長

からの挨拶の後、来賓挨拶があり、続いて令和元年度循環

型社会形成推進功労者等環境大臣表彰式が行われました。 
 さらに、表彰式後

「廃掃法施行５０年の振り返りと今後の展望」をテーマに、

上智大学法科大学院 北村教授から基調講演や、「廃プラ輸

出からの脱却」をテー

マに、（一社）兵庫県

産業資源循環協会 東
浦会長をコーディネ

ーターに迎え、環境省

環境再生・資源循環局

廃棄物規制課成田課

長、兵庫県農政環境部環境管理局環境整備課 石岡課長、㈱

神戸製鋼所環境防災部 泥部長、大栄環境㈱事業本部 中村

福本部長、（公社）全国産業資源循環連合会 森谷専務理事

ら５人のパネリストよりパネル討論会が行われました。 
 

 

 

 

令和元年１０月２４日（木）、桂ヶ丘カン

トリークラブにおいて、協会会員６６名の参

加で第２１回目となる「親睦チャリティーゴ

ルフコンペ」を開催しました。 

当日皆様からお預かりしたチャリティー

募金は、茨城新聞社に４３２,８５０円を寄

付致しました。 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

親睦チャリティーゴルフコンペを開催

三品理事が循環型社会形成推進功労者等環境大臣賞を受賞されました

茨城新聞 掲載 
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第６３回関東地域協議会が令和元年１１

月２２日（金）に、水戸市のホテル テラス ザ 

ガーデン水戸で開催され、古矢会長をはじめ

１３名の理事が出席しました。 

協議会は、事務局である群馬県環境資源

創生協会の司会のもと、関東地域協議会の

城田会長、開催地を代表して本協会の古矢

会長、全国産業資源循環連合会を代表して

森谷専務理事が挨拶されました。 
 

 

 

 

協議会の議事では、台風１５・１９号によ

る各都道府県被害概要及び各協会対応結果

について、各都県協会から発表がありまし

た。 

議事終了後、環境省環境再生・資源循環局

廃棄物規制課 成田課長から「産業廃棄物行

政の現状と今後の展望について」のご講演

をいただきました。 

協議会終了後、懇親会が行われ、ご多忙中

にもかかわらず来賓としてご出席いただき

ました、茨城県 宇野善昌副知事からご挨拶

をいただいたのち、環境省 成田課長の乾杯

のもと各都県協会との懇親が図られまし

た。 

 

 

協会ホームページお知らせ掲載内容（７月～１１月）

詳しくは、協会ホームページをご覧ください。

・省 CO2 型リサイクル等高度化設備導入促進事業の５次公募開始及び説明会の開催について 
・「改訂版産業廃棄物最終処分場維持管理マニュアル」の発行について 
・廃棄物収集運搬車の低燃費化を図る事業の公募開始及び説明会の開催について 
・優良産業廃棄物処分業者が処分又は再生のために廃プラスチック類を保管する場合の特例に

ついて 
・2019 年 10 月 1 日以降の消費税増税に伴うマニフェスト代金及び送料の改定について 
・マニフェストスマートプラスについて 
・省 CO2 型リサイクル等高度化設備導入促進事業の 3 次公募開始及び説明会の開催について 
・設備の高効率化改修支援事業の 3 次公募開始について 
・『産業廃棄物処理 e ラーニング講座（令和元年度後期）開講」について 
・安全衛生管理に関する視聴覚教材について 
・廃棄物処理におけるエボラ出血熱対策について 
・資源循環いばらき（令和元年 7 月号）の発行について 
・令和元年度（第 70 回）全国労働衛生週間について 
・情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドラインについて 
・省 CO2 型リサイクル等高度化設備導入促進事業の 2 次公募開始及び説明会の開催について 
・経営事項審査における防災協定締結について（再） 

５ブロック親睦チャリティゴルフコンペを開催

第６３回関東地域協議会を開催
 

 

 

 

令和元年１０月１２日、本県を含め東日本一円に台風１９号による大規模災害が発生いたし

ました。亡くなられた方に対し心よりご冥福をお祈りいたしますとともに、被災された皆様に

対しお見舞い申し上げます。 

県との災害協定に基づき、水戸市、常陸太田市、常陸大宮市、大子町及び城里町から県を通

じての支援要請がありました。 

このうち、４市町（常陸太田市、常陸大宮市、大子町及び城里町）につきましては、協会が

災害廃棄物の処理を受託いたしました。 

このほか、台風１５号の被害の対応についても、会員の皆様に協力いただいております。 

災害廃棄物の処理には、しばらくの時間を要するものと思われますが、皆様のご協力に対し、

心から感謝申し上げます。 

 

 

１ 初動対応 

  【被災地域の現地調査等】 

    大子町   10/15～ 

    常陸太田市 10/15～ 

    城里町   10/15～ 

常陸大宮市 10/16～ 

    水戸市   10/18～ 

 

【会員との連絡調整】 

    臨時正副会長会議 10/15 

    災害廃棄物対応委員会（第 1 回）10/18，（第 2 回）10/21 

災害廃棄物対応連絡調整会議 11/1 

 

 

２ 仮置場からの搬出 

  ・大子町   3 か所 10/18 開始  2 か所完了 

  ・常陸大宮市 5 か所 10/23 開始  2 か所完了 

  ・常陸太田市 3 か所 10/24 開始 

・城里町  分別作業を 10/21 開始 

  ・水戸市   3 か所 10/19 開始（水戸市環境整備事業協同組合及び当協会会員） 

  ・稲敷市   1 か所 9/13～（台風 15,19 号 当協会会員が仮置場管理ほか協力） 

   

 

３ 会員の協力状況 

約７０会員（分別作業、運搬、中間処理等） 

 

    ※上記市町のほか、神栖市、鹿嶋市、潮来市、ひたちなか市、大洗町、筑西市、桜川市の

災害廃棄物処理に会員が協力 

 
 

災 害 廃 棄 物 処 理 についての協 会 の対 応 

8

令和元年 12 月発行 《資源循環いばらき》



 

 

 

 

令和元年１０月１２日、本県を含め東日本一円に台風１９号による大規模災害が発生いたし

ました。亡くなられた方に対し心よりご冥福をお祈りいたしますとともに、被災された皆様に

対しお見舞い申し上げます。 

県との災害協定に基づき、水戸市、常陸太田市、常陸大宮市、大子町及び城里町から県を通

じての支援要請がありました。 

このうち、４市町（常陸太田市、常陸大宮市、大子町及び城里町）につきましては、協会が

災害廃棄物の処理を受託いたしました。 

このほか、台風１５号の被害の対応についても、会員の皆様に協力いただいております。 

災害廃棄物の処理には、しばらくの時間を要するものと思われますが、皆様のご協力に対し、

心から感謝申し上げます。 

 

 

１ 初動対応 

  【被災地域の現地調査等】 

    大子町   10/15～ 

    常陸太田市 10/15～ 

    城里町   10/15～ 

常陸大宮市 10/16～ 

    水戸市   10/18～ 

 

【会員との連絡調整】 

    臨時正副会長会議 10/15 

    災害廃棄物対応委員会（第 1 回）10/18，（第 2 回）10/21 

災害廃棄物対応連絡調整会議 11/1 

 

 

２ 仮置場からの搬出 

  ・大子町   3 か所 10/18 開始  2 か所完了 

  ・常陸大宮市 5 か所 10/23 開始  2 か所完了 

  ・常陸太田市 3 か所 10/24 開始 

・城里町  分別作業を 10/21 開始 

  ・水戸市   3 か所 10/19 開始（水戸市環境整備事業協同組合及び当協会会員） 

  ・稲敷市   1 か所 9/13～（台風 15,19 号 当協会会員が仮置場管理ほか協力） 

   

 

３ 会員の協力状況 

約７０会員（分別作業、運搬、中間処理等） 

 

    ※上記市町のほか、神栖市、鹿嶋市、潮来市、ひたちなか市、大洗町、筑西市、桜川市の

災害廃棄物処理に会員が協力 

 
 

災 害 廃 棄 物 処 理 についての協 会 の対 応 

令和元年 12 月発行《資源循環いばらき》

9



台風１９号災害廃棄物仮置場 

 

   

水戸市 田野市民運動場 水戸市 国田小学校跡地 

常陸太田市 宮の郷工業団地 常陸太田市 水府中央公民館跡地 

常陸大宮市 旧小貫小学校 常陸大宮市 旧御前山中学校 

大子町 中央公民館大子町 宮川グラウンド 

10
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フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）

の一部を改正する法律が２０２０年４月から施行
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消費税増税に伴い、2019 年 10 月 1 日より、下記のとおりマニフェスト代金が変更になり 
ました。 

また、宅配便の料金改正に伴い、発送料金も変更となりましたのでご了承くださいますよう

宜しくお願い申し上げます。 
 

１．産業廃棄物マニフェスト（ 発行元： 公社 全国産業資源循環連合会 ）

種 類
複写枚

数
金 額（ 変更前 ） 金 額（ 変更後 ）

直行用

単 票（手書き用） ７枚複写
￥ ２，５００

（ 箱１００枚入り）

￥ ２，６００

（ 箱１００枚入り）

連続票（プリンター用） ７枚複写
￥１２，５００

（１ケース５００枚入り）

￥１３，０００

（１ケース５００枚入り）

積替用

単 票（手書き用） ８枚複写
￥ ２，５００

（ 箱１００枚入り）

￥ ２，６００

（ 箱１００枚入り）

連続票（プリンター用） ８枚複写
￥１２，５００

（１ケース５００枚入り）

￥１３，０００

（１ケース５００枚入り）

２．建設系廃棄物マニフェスト（ 発行元：建設六団体副産物対策協議会 ）

種 類
複写枚

数
金 額

単 票（手書き用） ７枚複写
￥ ２，５００

（ 箱１００枚入り） 今回の増税に伴っての

代金変更はありません。
連続票（プリンター用） ７枚複写

￥１２，５００

（１ケース５００枚入り）

送 料

種 類 数 量 金 額（変更前） 金 額（変更後）

単 票

１箱 ～ ２箱 ￥ ４５０ ￥ ６５０

３箱 ～ ５箱 ￥ ４５０ ￥ ８００

６箱 ～ ７箱 ￥ ９００ ￥１ ４５０

８箱 ～１０箱 ￥ ９００ ￥１ ６００

連 続 票 １ケース ￥ ４５０ ￥ ８００

※マニフェスト以外の協会販売図書等及び宅配便送料についても、１０月１日以降代金を変更さ

せていただきましたので、ご了承くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

また各種購入申込書用紙は、協会ホームページからダウンロードすることが出来ます。

 

２０１９年１０月１日以降の消費税増税に伴う

マニフェスト代金及び送料の変更について
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１）会員事業所の入・退会について 

令和元年７月から令和元年１１月３０日までに、次の会員が入・退会の手続きをしております

ので宜しくお願い致します。 

≪ 入 会 ≫ 

 

≪ 退 会 ≫ 

【正 会 員】 

【賛助会員】 

【正 会 員】 

・センター電機㈱ ・㈱友伸金属 ・㈱ツイザキ ・㈱大山 

・㈱サンライフコーポレーション 

・㈲阿部商店 

なお、協会ホームページでは、掲載を希望した会員のみ、検索システムに掲載しておりますので是非ご利用下さい。 

 

２）協会の動き  

協会で実施・参加した事業を掲載しております。 

８月 １日 

 

 

２日 

１７日 

１９日 

２３日 

２８日 

 

３０日 

３１～1 日  

正副会長会議 

第４回理事会 

行政機関との意見交換会 

エコアクション２１ 

県外青年部との交流会 

研修厚生委員会 

適正処理委員会 

不正軽油撲滅対策協議会総会 

適正処理委員会 

県南支部講演会 

県西支部視察研修 

 １０月 ２４日 

２５日 

３０日 

３１～１日 

５ブロックチャリティーゴルフコンペ 

正会員事業研修 

茨城県ボアランティア監視員研修会 

関東地協事務担当者会議 

１１月 １２日 

１３～１５日 

１５日 

１６日 

２２日 

２５日 

２６日 

２７日 

鹿行支部ボランティア撤去 

全産連青年部第 10 回カンファレンス 

産廃と環境を考える全国大会 

県南支部ボランティア撤去 

関東地域協議会 

総務企画委員会 

電子マニフェスト操作体験セミナー 

リスクアセスメント研修会 

再生砕石専門部会 

９月 ３日 

１０日 

１１日 

２６日 

青年部関東ブロック幹事会･勉強会 

電子マニフェスト導入実務研修会 

青年部幹事会 

協会設立３０周年記念式典 

１２月 ３日 

５日 

 

７日 

１１日 

１２日 

１８日 

２３日 

２４日 

青年部研修会・交流会 

正副会長会議 

第６回理事会 

県南･県西支部ボランティア撤去 

更新収運許可講習会 

特別管理責任者講習会 

環境保全功労者表彰式 

臨時総会 

水戸市市制施行 130 周年記念表彰式 

１０月 ２～３日 

４日 

９日 

１０日 

 

１１日 

１７日 

新規収運許可講習会 

更新収運許可講習会 

産廃処理業者講習会 

正副会長会議 

第５回理事会 

ＫＹＴ研修会 

研修厚生委員会 

＊年末年始休業日 2019.12.28（土）～2020.1.5（日）まで 

３）今後の主な予定（１月～３月） 

１月 １６日 

２３日 

３１日 

全産連賀詞交歓会 

協会賀詞交歓会 

全産連事務局責任者会議 

産廃処理実務担当者研修会 

 ３月 ４日 

５日 

１２日 

 

特別管理責任者講習会 

更新収運許可講習会 

正副会長会議 

第７回理事会 

２月 ４～７日 

１６日 

２１日 

 

新規処分許可講習会 

産業廃棄物処理検定 

全産連全国会長･理事長会議 

適正処理指導啓発講習会 

協会からのお知らせ 
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賛助会員（５６社）                                       令和元年１１月３０日現在 

㈱ＩＮＥ ☎03-5957-7293  ㈱クレハ 生産本部樹脂加工事業所  ☎0299-26-1181 

あいおいニッセイ同和損害保険㈱茨城支店水戸第二支社  ☎029-224-2367  郡司経営法務事務所 ☎029-232-0778 

旭化成建材㈱境工場 ☎0280-87-5232  コベルコ建機日本㈱関東支社茨城営業所  ☎029-304-5501 

アステラス製薬㈱つくば東光台事業場  ☎029-847-8611  ㈱サンライフコーポレーション ☎029-291-5757 

㈱ＡＤＥＫＡ 鹿島工場 ☎0299-97-3363  ＪＳＲ㈱鹿島工場 ☎0299-96-2510 

㈱アニバーサリーカンパニー ☎029-231-7766  ㈱ＪＥＭＳ ☎029-863-7215 

㈱伊藤製鐵所 筑波工場 ☎029-837-2111  ㈱センチュリーホーム ☎029-254-2661 

㈱イバラキ ☎0296-44-0757  損害保険ジャパン日本興亜㈱茨城支店日立支社 ☎0294-23-3381 

茨城県アスファルト合材協会 ☎029-225-6244  ㈱大紀アルミニウム工業所 結城工場  ☎0296-32-3311 

(一社)茨城県環境管理協会 ☎029-248-7431  ダイキン工業㈱鹿島製作所 ☎0479-46-2441 

(一社)茨城県経営者協会 ☎029-221-5301  髙砂製紙㈱ ☎0297-24-0611 

（一社）茨城県建設業協会 ☎029-221-5126  髙橋行政書士法人 ☎0280-22-1008 

茨城県再生資源事業協同組合 ☎0296-77-5764  ㈱武井工業所 ☎0299-24-5200 

茨城セキスイハイム㈱ ☎029-303-8161  ㈱中央環境行政事務所 ☎029-305-5322 

エア･ウォーター㈱ケミカルカンパニー鹿島工場  ☎0299-84-3511  中央電力㈱ ☎03-6277-8430 

㈱エス･ディー･エス･バイオテックつくば研究所  ☎029-847-0300  寺田行政書士事務所 ☎029-864-3035 

㈱ＭＣエバテック つくば営業所 ☎029-887-1017  トーソー㈱ ☎0297-52-2111 

大橋行政書士事務所 ☎029-306-8300  ㈱トランス・アイ ☎03-6903-4577 

花王㈱鹿島工場 ☎0299-93-8321  日本製鉄㈱鹿島製鉄所 ☎0299-84-2912 

鹿島石油㈱鹿島製油所 ☎0299-97-3104  日立建機㈱土浦工場 ☎029-832-7275 

鹿島都市開発㈱ ☎0299-92-3555  ㈱日立産業制御ソリューションズ ☎0294-53-6115 

鹿島ポリマー㈱ ☎0299-96-7261  ㈱日立製作所 日立事業所 ☎0294-21-1111 

㈱環境研究センター ☎029-839-5501  平塚行政書士事務所 ☎029-879-7648 

㈱環境総合研究所 北関東支社 ☎029-303-7581  三井化学東セロ㈱茨城工場 ☎0280-92-1562 

㈱関電工 茨城支店 ☎029-387-2500  三菱ケミカル㈱茨城事業所 ☎0299-96-1142 

行政書士法人水戸綜合事務所 ☎029-251-3101  ㈲ミワ総合設計 ☎029-305-3222 

行政書士安事務所 ☎029-226-0601  矢口事務所 ☎029-862-2730 

キユーピー㈱五霞工場 ☎0280-84-3111  ユニマテック㈱ ☎0293-42-2161 

 
 
 

一般社団法人 茨城県産業資源循環協会事務局

〒

水戸市笠原町 （茨城県開発公社ビル４ ）

【電話】 【 】

【 】

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】
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花王㈱鹿島工場 ☎0299-93-8321  日本製鉄㈱鹿島製鉄所 ☎0299-84-2912 

鹿島石油㈱鹿島製油所 ☎0299-97-3104  日立建機㈱土浦工場 ☎029-832-7275 

鹿島都市開発㈱ ☎0299-92-3555  ㈱日立産業制御ソリューションズ ☎0294-53-6115 

鹿島ポリマー㈱ ☎0299-96-7261  ㈱日立製作所 日立事業所 ☎0294-21-1111 

㈱環境研究センター ☎029-839-5501  平塚行政書士事務所 ☎029-879-7648 

㈱環境総合研究所 北関東支社 ☎029-303-7581  三井化学東セロ㈱茨城工場 ☎0280-92-1562 

㈱関電工 茨城支店 ☎029-387-2500  三菱ケミカル㈱茨城事業所 ☎0299-96-1142 

行政書士法人水戸綜合事務所 ☎029-251-3101  ㈲ミワ総合設計 ☎029-305-3222 

行政書士安事務所 ☎029-226-0601  矢口事務所 ☎029-862-2730 

キユーピー㈱五霞工場 ☎0280-84-3111  ユニマテック㈱ ☎0293-42-2161 

 
 
 

一般社団法人 茨城県産業資源循環協会事務局

〒

水戸市笠原町 （茨城県開発公社ビル４ ）

【電話】 【 】

【 】

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】
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